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創業後多数の大手企業から出資を受けることで、安定した開発・導入台数拡大を実現している

会社名 SEQSENSE株式会社

本社 東京都中央区明石町6-4

設立 2016年10月3日

主要株主

三菱地所、TIS、ジャフコ、

川崎重工業、東京センチュ

リー

資本金
29億9304万円 (資本剰余金

等含む)

社員数 33名（役員含む）

SEQSENSE会社説明 会社概要 会社概要と沿革

2016年

2017年

2018年

2019年

2020年

2021年

SEQSENSE社設立

シードラウンド（2億円）の実施

シリーズＡラウンド（10億円）実施

大手町パークビルで商用化第一号開始

大手町ビル、エレベーター連動実装

成田空港、東京、大阪で10台導入達成

東京都庁で実証実験実施

商業施設での実証開始

第9回ロボット大賞日本機械工業連合会会長賞受賞

シリーズＢラウンド（17.9億円）実施

川崎重工業、警備会社と協業開始

2022年

2023年
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数多くの大型・高難易度のプロジェクトで成果を出してきた業界トップクラスのエンジニアが在籍

SEQSENSE会社説明 メンバー 優秀な技術者

ṇּצ ḱ

Ῐ 自律移動ロボットの大きな課題の一つである、多様な環境下での自律移動の頑健性向に関してトップクラスの技術力を
有したエンジニアが多数在籍する

שּ
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コンサル、SIer、研究者、警備会社、金融とバックグラウンドの異なるメンバーが在籍。
単なるロボット導入に留まらず、コンサルティングや共同開発を実施する能力を有している

SEQSENSE会社説明 メンバー 多様な経験を持つビジネスチーム

ṇ

社員 主な経歴

佐伯 純

TIS株式会社入社
事業部門にて業務システム開発に従事後、R&D部
門に異動
以降先端技術の応用検証に従事

熊田 陽一
郎

北陸先端科学技術大学院大学、産業技術総合研究
所、東急セキュリティ株式会社を経て入社
認知科学・人工知能の研究、警備システム・サー
ビス等の企画開発に従事

社員 主な経歴

高橋 純一

三菱UFJ銀行、三菱UFJメリルリンチPB証券(現 三
菱UFJモルガンスタンレーPB証券)を経て入社
一貫して、富裕層の運用、相続、事業承継等の総
合コンサルティング業務に従事

金成 在

Morganstanley証券(現 Morganstanley MUFG証
券)、Morganstanley International PLC(London)、
Crowdcredit株式会社で執行役員Chief Investment 
Officerを経て入社
金利商品のトレーディング、リスク管理、ファン
ドマネージャー、経営企画に従事

ṇ
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警備ロボットを中心に、多様な施設で使われるロボットの自社開発、共同開発や
関連領域のインフラ整備に関わる事業を展開している

SEQSENSE会社説明 事業展開

事業内容

ロボット活用のインフラ整備事業
（ロボット活用・導入検討支援、エレベーター連動サービス開発）

警備ロボ事業
病院搬送
ロボ事業

・・・
ロボ事業

・・・
ロボ事業

知名度・高評価に
よる

口コミで送客・横
展開

導入拡大をサポー
ト

導入拡大をサポー
ト

導入拡大をサポー
ト



警備ロボットSQ-2
代替できる業務と強み

9
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現在提供しているSQ-2（mk-2）は全長約122cm、重量約63kgのボディ
自律移動を実現する高度なセンサー、業務遂行に必要な複数のカメラとマイクを搭載

代替できる業務と強み 機能概要

SQ-2 mk -2 機体概要

広角カメラ・360度カメラ
４方向につけられたカメラで、
常時
360度の撮影をする。

3D LiDAR
3Dマップを作成し自己位置を
特定する。自律移動時は、近
距離にある障害物を検知し衝
突を回避する。

バッテリー
1時間充電で、5,6時間稼働可
能。バッテリー残量が減少し
た場合、自動的に充電ステー
ションに帰還し充電・再始動
する。

フロアライト
ロボットの前後を照らして、
曲がり角等での視認性を高め
る。

スピーカー
音声による防災センターから
ロボットを通じた呼びかけや、
ロボットへの問い合わせへの
案内対応ができる。

マイク
周囲の音や問い合わせ者の声
を集音し、防災センターに伝
える。

駆動部
点字ブロック上を通過時の走
行も安定

高さ：121.5cm
幅：52cm
奥行：60cm
重量：63kg
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3DLiDARによって作成されたマップを使い、ロボットの自己位置や障害物を認識し、目的地まで
自律移動を行う

警備ロボット「SQ-2mk2」について 自律移動について

Ῐ 3DLiDARから得た周囲の形状データをロボット自身が保持している3Dマップと比較することで、ロボットは現在の自
己位置の推定や障害物を認識する。

取得した3Dマップ 自律移動イメージ図
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立哨・巡回・来館者対応といった業務の全面的・部分的な代替を行うことで、
施設の管理コスト削減に貢献する。

代替できる業務と強み 業務イメージ

ロボットの主な業務

！

〇△×へ
の行き方
は？

右手に曲
がって･･･で
す

右手に曲がって･･･
です

12

カテゴリ 業務 実施概要

立哨

フロアに異常がないかの確認 リアルタイムのストリーミング映像と音声を元に、フロアに異常がないかを確認する

来館者からの問い合わせ対応 防災センターに設置したマイクを通して、道案内・ビルで発生する各種異常連絡への対応を実施する

進入禁止エリアの監視
ビルに設置された高額な設備の盗難防止のため、センサーで進入禁止エリアを設定・侵入者がいた際ロボットから警告音
が出すようにすることで監視を実現

動哨 フロアに忘れ物がないかの確認 立哨対象フロアで定期的に忘れ物が多いソファー近くにロボットを移動させ、忘れ物がないかを確認

巡回

消火器・消火栓などの確認 撮影した写真、もしくはリアルタイムでストリーミング画面を見ながら消火器の有無、消火器の封印シール有無を確認

防火扉閉鎖障害物の発見 撮影した写真、もしくはリアルタイムでストリーミング画面を見ながら防火扉の動線上に開閉を妨げる物がないかを確認

ビル内規則違反者・不審者・不審物の
発見および声がけ

リアルタイムでストリーミング画面を見ながら不審者・不審物がいないかを確認する。
何か問題があったとき事後に録画したストリーミング動画を確認して対応することも可能

照明の不点確認 撮影した写真、もしくはリアルタイムでストリーミング画面を見ながら照明の不点灯箇所がないかを確認

来館者対応 問い合わせ対応 防災センターに設置したマイクを通して、道案内のほか、ビルで発生する各種異常連絡への対応を実施する

来館者対応
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2DLiDARを回転させることで3Dのデータを取得する独自の回転機構により、
低価格にもかかわらず死角を無くすことを実現

代替できる業務と強み 高い安全性 検知範囲

当社と他社の業務ロボットの検知範囲比較表

SQ-2

SQ-2

2D LiDAR
搭載ロボット

SQ-2の検知範囲
他社2D LiDAR搭載
ロボットの検知範囲

横 から見た

検知範囲

上 から見た

検知範囲

2D LiDAR
搭載ロボット

上下150°の範囲を検知

周囲360°の範囲を検知
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さらに、過去の経験から最もロボットと衝突のリスクが高い「歩きスマホ」「視覚障碍者の方」の
安全確保に向けた取り組みを進めている

代替できる業務と強み 高い安全性 さらなる取り組み

קּ

SQ

OK

足元ライト無し

足元ライト有り

♪

・安全対策で流している音量ボリュームの調整
・点字ブロック付近の走行をなるべく避けるなど巡回ルート調整

・ロボットの接近に気づかせる足元ライト



COPYRIGHT © 2017-2023 SEQSENSE Inc. ALL RIGHTS RESERVED.

15

ロボットの3m範囲以内に倒れている人がいた場合、自動検知しPC上に通知を出す機能を搭載。
施設ごとのチューニングを行いながら提供

代替できる業務と強み 倒れている人検知機能

倒れている人検知機能

Ῐ 低いベンチなどに座っている人を誤検知することがあるが、マップ上からマスクアウトすることで誤報発生を防ぐこ
とができる。

操作画面（全体） 操作画面（拡大）
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機械音声入力 音声アナウンスの再生

＞＜
  Д

16

テキスト入力した機械音声をロボットのスピーカーから再生し利用客への案内・注意喚起を
実施することが可能

代替できる業務と強み 音声アナウンス

機械音声を使った案内イメージ

Ῐ イベント開催時や工事期間中に案内音声を再生しながら立哨することができる。
Ῐ また閉館案内を再生しながら巡回させることで、利用者の退館を促すことも可能である。

立入禁止で
す

イベント
開催中です

立入禁止で
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店員の声がけや警備員の巡回は、万引きを抑制する手段として非常に有効である。

代替できる業務と強み 犯罪抑止力①

万引き犯の他店舗での犯行抑制要因割合（全体 n=662）

出典：万引きに関する調査研究報告書、 p.44、 令和元年、
https://www.keishicho.metro.tokyo.lg.jp/kurashi/anzen/manbiki/hokokusyo.files/R1_1
0.pdf

Ῐ そもそもの万引きを誘発する要因として「店員が少ない」「警備員がいない」ことが大きく、
それに対して店員が入店者へ声がけをすることで見られている意識を植えつけることが抑止力となっている。

警視庁が選定した万引き防止
ポスター

17
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ある商業施設の実証実験では、万引きが絶えない各テナントの前で立哨業務を2週間行ったところ
ロボット稼働以前の同期間と比べ万引き発生件数が大きく減少した。

立哨スケジュール

日付 1日目 2日目 3日目 4日目 5日目 6日目 7日目 8日目 9日目 10日目

曜日 （火） （水） （木） （金） （月） （火） （水） （木） （金） （月）

08:30

書

店

A

書

店

A

書

店

A

書

店

A

書

店

A

書

店

A

書

店

A

書

店

A

書

店

A

書

店

A

09:00

09:30

10:00

10:30

11:00

11:30

立哨業務なし

（12:00~16:00）

16:00 ア
パ
レ
ル
A

雑
貨
店
A

ア
パ
レ
ル
B

ア
パ
レ
ル
A

ア
パ
レ
ル
A

雑
貨
店
A

ア
パ
レ
ル
B

ア
パ
レ
ル
A

雑
貨
店
A

ア
パ
レ
ル
B

16:30

17:00

17:30

18:00

ある商業施設でのSQ-2立哨スケジュール

書店Aの前での立哨の様子

各テナントでの2週間あたりの合計万引き発生件数の変化

ロボット
稼働中

２
週
間
あ
た
り
の
万
引
発
生
数

ロボット
稼働なし

87% 減少

※詳細な万引発生件数は非公開

代替できる業務と強み 犯罪抑止力②



警備ロボットSQ-2
実績

19
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都庁舎で実施された、将来的な警備ロボット導入に向けた実験で唯一採用

実績 東京都庁

出所）https://www.metro.tokyo.lg.jp/tosei/hodohappyo/press/2021/01/28/03.html

東京都庁実証実験概要
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弊社システムはAWS(※)から高く評価を受け、日本企業として初めてグローバルイベントに登壇

AWS re:Invent2022

※）アマゾン ウェブ サービス の略称。世界で包括的で幅広いお客様に採用されているクラウドプラットフォーム

Ῐ 将来的な発展性を考えると、クラウドシステムの構築力は非常に重要。
Ῐ 各種アップデートもクラウドで実施されるため、他のサービスと違って採用していただいたロボットが

陳腐化しにくい。

実績 AWS re:Invent2022での展示
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優れたロボットに対して与えられる、日本機械工業連合会会長賞も受賞している

実績 ロボット大賞受賞

ṐṐ

ẇ ḭ ḭ

ḭ ḭ ḭ

ḭ

ẇ צּ ךּ נּ

ḭ ḭ

︡

ẇ ḲJAXA 2אל

ṇ ḭ ( )ḭ( ) ṇ

ṕ Ṗ
ḭ צּ שּ ךּפּ

︡ ךּ כֿ פּ ḭ
קּ︡ ךּ שּ טּצּ Ḯ ḭ
ךּ צּ קּ Ḯ
טּ ḭ ︡ פּ ︡ ךּ

כֿ פּ ḭ צּ ︣ כֿ צּ
אל Ḯ

ロボット大賞について
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高い警備水準が求められる経団連会館で、立哨業務への導入を検討中

実績 経団連会館

出所）https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000007.000025363.html

経団連会館実証実験概要
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将来的な展開を見据えて豊洲での実験を実施

実績 ららぽーと豊洲

三井不動産担当者の評価

出所）https://mugenlabo-magazine.kddi.com/list/seqsense-mitsuifudosan/
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24年1月現在、33の施設で35台のロボットが本導入契約をしており、多数の実績を有している。
関東のオフィスビルの他、関西エリアや商業施設、小規模ビルでも導入が拡がっている。

実績 導入施設数

実導入物件リスト（2024年1月時点）

Ῐ 以下の表の物件オーナー以外にも弊社のサービス導入を視野に入れている大手デベロッパーや管理・警
備会社が多数存在している。

Ῐ 警備会社、管理会社からの協業申し出も相次いでいる。

No. 物件名 No. 物件名 No. 物件名

1 大手町パークビルディング 13
立命館大学大阪いばらきキャン

パス
25 大手町フィナンシャルシティ サウスタワー

2,3 大手町ビルヂング（2台稼働） 14 TOKYO TORCH 常盤橋タワー 26 スフィアタワー天王洲

4 成田国際空港 第3ターミナル 15 仙台国際空港 27 東京国際フォーラム

5 丸の内ビルディング 16 豊洲ベイサイドクロスタワー 28 ボートレースチケットショップ大和ごせ

6 丸の内北口ビルディング 17 万代島ビル 29 新東京ビル

7 なんばスカイオ 18 猿楽町SSビル 30 トレードピアお台場

8 大手町フィナンシャルシティグランキューブ 19,20
東京ダイヤビルディング（2台

稼働）
31 永代ダイヤビル

9 東京ビルTOKIA 21 オリナスタワー 32 南海浪切ホール

10 飯野ビルディング 22 JR神戸駅NKビル 33 渋谷サクラステージ SHIBUYAタワー

11 東京ポートシティ竹芝 23 海老名プライムタワー 34 グローバルゲート

12 msb Tamachi田町ステーションタワーＮ 24 新潟コンベンションセンター 35 名古屋プライムセントラルタワー
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本導入以外にも、36の施設で実証実験を行っており(過去行っていたものも含む)
多くの案件で将来的に弊社ロボットを採用する方向で検討されている

実績 実証実験施設数

実証実験実績リスト（2024年1月時点）

※グレーは実績非公開の物
件

No. 物件名 No. 物件名 No. 物件名

1 渋谷PARCO 13 デベロッパーA社ビル④ 25 某電鉄グループ本社

2 JPタワー 14 デベロッパーA社ビル⑤ 26 某ゼネコン本社ビル

3 経団連会館 15 デベロッパーA社ビル⑥ 27 某場外舟券発売所

4 ららぽーと富士見 16
デベロッパーA社大型商業施設

①
28 某大規模複合エアポートシティ

5 新宿センタービル 17 デベロッパーA社商業施設② 29 某駅直結地下街

6 六本木ヒルズ 森タワー 18 デベロッパーA社高層複合ビル 30 某金融A社ビル①

7 虎ノ門ヒルズ 森タワー 19 デベロッパーB社ビル 31 某金融A社ビル②

8 枚方ビオルネ 20
デベロッパーC社高層マンショ

ン
32 某通信会社ビル

9 なんばパークス 21 デベロッパーC社商業施設 33 某IT会社大手ビル

10 デベロッパーA社ビル① 22 デベロッパーD社ビル 34 某ガス会社A 所有複合ビル

11 デベロッパーA社ビル② 23 デベロッパーE社本社ビル 35 某ガス会社B 本社ビル

12 デベロッパーA社ビル③ 24 デベロッパーＦ社ビル 36 某ビル総合管理会社



警備ロボットSQ-2
導入プロセス

27
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オフィスや商業で稼働するロボットの導入・運用・活用について業界随一の知見を誇る。単なるロ
ボのレンタルだけでなく、全般的な施設管理のあり方・具体的なロボ導入方法についても議論可能

導入プロセス ロボット導入の在り方の提案

Ῐ 仕様書読み込
み・業務項目抽
出

Ῐ 関係者へのヒア
リング

Ῐ 業務項目を1動作
ごとに細分化

Ῐ 業務振り分けの
際の参考にする

Ῐ フローチャート
に従い、業務を
振り分け

Ῐ ロボットで実施
可能か検討

Ῐ ロボットが机上
で整理した通り
運用できるか検
証

Ῐ 問題なければ本
導入

1.業務洗い出し 2.業務細分化 3.業務振り分け

イ
メ
｜
ジ

タ
ス
ク

4.検証・本導入

■

■

■

Ḳ ︡
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最短では、初回打合せから約1ヵ月（実作業1週間）で導入運用の開始が可能。
以下の作業と並行し、必要な契約書の調整・締結を行う。

導入プロセス 導入から運用開始までの流れ

※本導入の他、実証実験の準備についても上
記と同様です
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基本契約ではSQ-2と専用のPC接続マイクをSEQSENSEから提供する。
またロボット操作用PCとインターネット接続環境に関してはお客様側でご用意いただく

導入プロセス 契約後の提供区分  

SQ-2契約時提供物

PC 専用マイク

ロボットクラウド ELV連動
プラットフォーム

お客様ご用意
基本契約で提

供

Ῐ ロボットレンタルリース契約の月額料金は、
［クラウド利用料、ロボット内蔵通信利用料、ロボット保守料］を含んでいる。（基本契約期間３年）

インターネット
接続機器

※お客様側でご用意できない場合はオプション
としてSEQSENSEが提供可能

ELV連動時に追
加

※連動サービス提供者は別途調整※ロボット内蔵ソフトアップデート、クラウドUIアップデートも含む

ELV

通信接続

連動ゲートウェイ等

取付
工事

SQ-2 充電
ステーション
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警備ロボの導入・運用に必要な費用は以下の通り
1~2週間の実証実験であれば、ロボレンタル費も含め20万円～で実施可能。

導入プロセス 費用感

費用内訳
金額 備考

分類 項目

初期導入費
用

ロボット
導入作業費 約10万円～

マップ取得作業・立哨設定・操作説明等を行う費用。
マップ登録範囲の面積・環境によって変動。
一般的なオフィスビルエントランスの場合3人工（約10万円）ほどで実施。

宿泊費
/交通費

/ロボ搬送費
実費

導入先施設が首都圏から遠隔地の場合に発生。（首都圏内の場合費用無し）
宿泊費：ロボット導入作業日数に応じて変動。

交通費・ロボ搬送費：首都圏からの距離に応じて変動。

監視用PC
買取費 18万円 弊社側での用意の場合。3年間の保証付きでの価格。

お客様でご用意いただける場合、費用無し。

月額費用

ロボット
レンタル費 30万円/台

ロボットの契約形態はレンタルのみ。
基本契約期間は3年。
クラウドサービスの利用や、故障時の代替機交換といった保守費用も含む。

あんしん補償
サービス 2万円/台 お客様事由のロボット破損等への修理を無償で行うサービス。 加入は任意。

監視用PC
ネットワーク
利用料

7,400円
LTE回線を弊社から用意する場合の価格。
お客様でご用意いただける場合、費用無し。
光回線の敷設が必要になる場合は別途光回線工事を実施。



警備ロボットSQ-2
エレベータ連動
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別途エレベータ改修工事を実施することで複数階移動が可能。
弊社開発共通API仕様により、1回の工事で清掃・搬送といった他メーカロボも利用が出来る

エレベータ連動 概要

複数メーカのエレベータ搭載ビルでの連動図

連動装置

連動装置

B社製
エレベータ

1種類の連動
装置で複数
メーカ対応

1つのシステ
ムで複数メー
カ対応

エレベータ連動
クラウド

APISQ-2

直接通信ロボット

SQ製
ロボクラウド

ロボット統合管理
システム

A社製
エレベータ
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エレベーター連動システム導入までの流れは以下を想定している

No. 項目 詳細 担当者

1 初回打合せ
ELV-PF提供ベンダ・ビルオーナー・ELVメーカの3社での打合せを実施し、
ELV連動システム導入までの流れや各タスクの認識を合わせる

PF提供ベンダ（近計サービス）
ELVメーカ、 ビルオーナー

2
仕様書
共有・調整

ELV-PF提供ベンダからELVメーカに対しELV連動システム導入に必要な資料を共有し、
仕様等を調整する

PF提供ベンダ（近計サービス）
ELVメーカ

3 見積作成・提出
・ELVメーカが接点信号線工事の工事費見積をビル管理へ提出
・ELV-PF提供ベンダが連動装置設置費用・月額利用料見積をビル管理へ提出

PF提供ベンダ（近計サービス）
ELVメーカ

4
社内決裁
工事発注

ビルオーナー(または管理会社)が上記の見積について社内決裁を実施し、工事の発注を行う ビルオーナー

5 工事日程等調整
ビルオーナー(または管理会社)とELV-PF提供ベンダとELVメーカ間で、
接点信号線工事・連動装置の取付工事の日程調整などを行う

PF提供ベンダ（近計サービス）
ELVメーカ、 ビルオーナー

6 開発・工事実施 接点信号線工事・連動装置の取付工事、および疎通動作確認試験を実施する ELVメーカ

7
ロボット
連動確認

ロボットが実際に連動システムを使用し、ELVに乗降できることを確認する
PF提供ベンダ（近計サービス）
ロボベンダ

エレベーター連動システム導入の流れ

エレベータ連動 導入までの各社タスク
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エレベーター連動システム導入までの所要期間は以下を想定している

Ῐ 各社が各項目ごとのタスクをこなし、初回打ち合わせからロボ連動確認まで、9ヶ月ほどを目安に進めていく。

エレベーター連動システム導入所要期間

エレベータ連動 導入までの所要期間

接点連動改修

取付工事
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エレベータ連動導入に必要な費用は以下の通り

エレベータ連動 費用感

No. 項目 詳細 費用(目安) 工事担当会社

1
ELV接点信号接続

費用

ELV制御盤に新たに連動装置への通信
機能の
取付工事

200～400万円 ELVメーカ

2
連動装置設置作業
費用（カゴ1台あたり）

連動システムベンダが連動装置を設

置する作業
70～100万円

ELV-PF提供ベン
ダ

3

連動システム利用
料

(月額・ロボ1機種あたり)

連動システムクラウドサーバ管理費

用等含めた

システム利用料（連動装置点検費含む）

3～5万円

(月額)

ELV-PF提供ベン
ダ

4
その他 建築工事費

用

配線壁貫通工事や電源ケーブルの取

付工事など施設状況に伴い発生する

費用

30～100万円 電気工事業者

エレベータ連動システム導入費用



参考：SEQSENSE連絡先情報
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ご連絡先は以下の通り

宛先

会社HP https://www.seqsense.com/

会社住所
〒104-0044 東京都中央区明石町6-4 ニチレイ明石町ビ
ル5階

電話番号 03-6625-5313

メールアドレス cs@seqsense.com

SEQSENSE連絡先情報



お問合せ先：ソフトバンクロボティクス清掃ロボット担当
メール：SBRJ-Partner-Division@softbankrobotics.com



ḦḳḉḵḤḋḐ ḟḱḋḐḝᶾᴻḨ
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ᶉ᷊ᴻḛḁḵḤḋḐᶍ ֩ ᴴ᷄ḱᶻḑḌᴻḳ ᶍ ֪ᶱ ᴲ ᷊ᴻḛḁᶍ
לּנּ ᵩᶧᶒטּ ᶱ ᵶᶅᴲ ·ᶉ ᶍᵡᶨᶥᶪ ḓᴻḂᶊ ꞌᵸᶪ

ḦḳḉḵḤḋḐ ḟḱḋḐḝᶾᴻḨᶇᶎ

ḦḳḉḵḤḋḐ ḟḱḋḐḝᶾᴻḨ
multiple Robots Orchestration Controller

ḦḳḉḵḤḋḐ ᶷḟḲ

ᶽḴḡᴻḇ ᶷḟḲ᷆ᴻ᷿ḯḻ∏ ḵḤ ḵḤḵḤ

᷿ḁḎḨᶍ ᶊᶧᶩᴲ ᶉᶪ↨ ᴴ↨ ᴲ ᶣ ᶱ ᵸᶪ

V ᴴּז
VᶷḩḓḎᶸ
V∏
V

V

VḝᴻḑḏḲḘḲ
V∏
V ᴲ

V ᴴ
V∏
V ᴲ

ḣḎḳᴴ╦ ᴴᶿḝᶸḁ ╪

ḵḤ ḃ᷂ ḭḲḎᴜ ᷇ᴻ Ḑ
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ḟḱḋḐḝᶾᴻḨᶍ ᶇ ∞
ᶎ ᶍ ᷊ᴻḛḁḵḤḋḐᶍ ᴲ ꞌᴲ לᴲּלּ ᴲ ᴲ◖ ᷊ḥᴻḐᶝᶆ

·ᶉ ꞌ ᶱ ᵶᶅᵩᶩᴲᵲᶫᶨᶍ ᴴḖᶻḗᶻᶱᶡᶇᶊ ᵶᵾᵆḦḳḉḵḤḋḐ ḟḱḋḐ
ḝᶾᴻḨᵇᶎ᷊ᴻḛḁḵḤḋḐᶍ↨ ᴴ↨ ᶉ ᶇ ᵾᶉּל ᶱ ᵸᶪ

ᶿᴻḟḻ
ḟḱḋḐḝᶾᴻḨ

לּנּ
֩ ֪

·ᶉḡḻḈᴻᶍ᷊ᴻḛḁḵḤḋḐᶣ ᶍ ḩᴻ᷀ᴻᶍᶽḴḡᴻḇᴴ
ᶉᶈᶍ ᶊᶡᶿᴻḟḻᶊ ᵸᶪᵲᶇᵫּס

ḵḤḋḐḝḴḻḑḲᴻᶱ ᵸᶪ ֩ ֪ᴲRFAᵫ ᶠᶪ
ᶇᶍ ᶹḑḱᶹḻᶊ᷁טּ ᶂᵾ ᷊ᴻḛḁᶱᵣᶀ ᵮ

ᶍ ᵸᶪ DX᷊ᴻḛḁᶣḵᴻ᷀ḳ5Gᶇ᷊ᴻḛḁḵḤḋḐᶱ ᴲ
ḏᴻḇ ᶉᶈᴲ ᶉᶪ᷊ᴻḛḁᶍ לּנּ סᵫּטּ

ḷḻḁḐḋḟ ꞌ
ᶍ᷊ᴻḛḁḵḤḋḐᶍ↨ ᴴ↨ ᶉ ᶊ ᶉ

ᵪᶨ SƎIᴲ◖ ᴴ ᷊ḥᴻḐᶝᶆᶱḷḻḁḐḋḟᶆ ꞌ
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ḵḤḋḐ ◖

¸ ᷊ᴻḛḁḵḤḋḐᶊ┌ ᶍ
 ḥᶹḻḐᶱ ᵶᶅ┌
¸ḁ᷆Ḁḭᴻḳ ֩ ֪
¸ ֩ḇḁ᷄ ᴲ ֪
¸ ֩ḇḁ᷄│ ᴲ │ ֪

¸ ᶍ ᶆᵡᶪᶽḴḡᴻḇᴻᶇ
 ᷊ᴻḛḁḵḤḋḐᶍ
¸ Ḳ᷄ᶽḁḐᶣ ᶍᶽḴḡᴻḇ

 ᶱRFA ăּ֩ API ᶆ סּ

¸ ᷊ᴻḛḁḵḤḋḐᶍ︣ ᶣ
 ∞ ᶱḲᶷḳḇᶹḨḪḓḇḲḻ᷅
¸᷊ᴻḛḁḵḤḋḐᶍ│ ᶊᶎ

 ◖ GUI ᵪᶨ / ᶉᶈ
¸︣ ḴḥᴻḐ ă֪֩

◖

連携

API

ḃ᷂ḭḲḎᶸ᷇ᴻḐ

ᴴ
ᴴ
ᴴ Ⱬ

ᶽḴḡᴻḇ

┌

/ḁ᷆Ḁḭᴻḳ

ᶉ (1/2)

ăᴁכֹנ╗ ḵḤḋḐḝḴḻḑḲᴻ ăׂׅׄׄ נּ
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ḵḤḋḐ ֩ ֪

¸ ᶊᶧᶩᴲ ḵḤḋḐᵫ ᵸᶪ ᶊᵩ
ᵰᶪᴲᶽḴḡᴻḇᴻᶣḃ᷂ḭḲḎᶸ ᶊᵩᵰᶪḁḨᴻḂᶉ
ᵸᶫ┴ᵣᶱ

ᶉ (2/2)

ḦḳḉḵḤḋḐ
ḟḱḋḐḝᶾᴻḨ

ḵḤḋḐᵫ ᶱ ᵸᶪ ᶣᴲ ᶱ
ᵸᶪ ᶊᵩᵣᶅ ᶀ ᶮᵺᶱ ᵣᶝᵸᴳ
ᵧᶏḵḤḋḐᵫ4Ǝ /5 ᵪᶨᵼᶫᵽᶫᶽḴḡᴻḇᴻᶊ
ᵶᶧᵥᶇᵶᶅᵣᶪ ᴲ ᶊ ᵶᶅᶽḴḡᴻḇᴻᶇ
ᵶᵾ5 ᶍḵḤḋḐᵫᵆᶽḴḡᴻḇᴻ ∞ ᵇᶝᶆ

┌ ᶱ ᴳ
ᵲᶍ 4Ǝ ᶍḵḤḋḐᶎᶽḴḡᴻḇᴻ ∞ ᶊ┌
ᵺᵹᶊ ᵶ 5Ǝ ᵪᶨ ᵶᵾḵḤḋḐᵫ4Ǝ ᶆ
ᵸᶪᶝᶆḵḛᴻᶍ ∞ ᶱ ᵶᶝᵸᴳ

5

4

ֹᶽḴḡᴻḇᴻ ∞



LINE ᶱ ᵶᵾḪḘᶹḳᶿᴻḈᴻᶇ ḵḤḋḐ
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LINE ᶷḟḲ ᶆ ᶱᶿᴻḈᴻᴴḪḘᶹḳ סּ ᶉ᷊ᴻḛḁ
LINE ᶆ ᵸᶪᶇ ḵḤḋḐᵫ ᵪᶨḎḒḻḐḝḵᶷᶍᶿḝᶸḁᶝᶆ ᶱ

ḏᴻḇ

ᶱ ᶠᵾ ᷊ᴻḛḁ ᶱ

ᴴ ᴴ ᶱ
ᶊ סּ

ᶆ ᵾᵹᶊ
ḵḤḋḐᵫ ᶱ

ᵣ ᶫᵾ
LINE ᶆ

ᶍ ᶊ ᶕᵲᶇᶉᵮ
ᶍ ᴴ

LINE ᶱ ᵶᵾḪḘᶹḳᶿᴻḈᴻᶇ ḵḤḋḐ

ḪḘᶹḳ
ᶿᴻḈᴻ
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᷊ᴻḛḁᶊᶃᵣᶅ

þ
LHINE ᶱ ᵶᶅ ᵶᵾ ᶱᴲḵḤḋḐᵫ ᶗᵩ ᵰᵸᶪ᷊ᴻḛḁᶇᶉᶩᶝᵸᴳ
ᴴ ᶎLINE ᶊᶅᶷ᷀ᶻḻḐᶱ ᵸᶪᵲᶇᶆᴲ ᷊ᴻḛḁᵫ סּ ᶇᶉᶩᶝᵸᴳ

ᴴ ᶆ ᶇᶉᶪᵳ ꞌᶇḵḤḋḐᶍ ᶇᵶᶅᶎ∙ּזᶍᶧᵥᶉᶹḩᴻḀᶇᶉᶩᶝᵸᴳ

ᴴ ᶎᵸᶘᶅ ᶇᶉᶩᴲ ꞌ ᶎ ᶊᶧᶩ│ᶉᶩᶝᵸᴳ
ᴴ ᶎ ᶿḝᶸḁ ᶍᶞᶱ ᵶᶅᵩᶩᶝᵸᴳ

( )ᵫ ᶪᶝᶆ
ḵḤḋḐᶎ ḝḵᶷ
ᶊ ᵶᶅᵩᶩᶝᵸᴳ

(ᵩ ᵰ )

ᶊᶉᶪᶇḵḤḋḐ
ᵫ ᶊ ᵶᶝᵸᴳ
ᶱḵḤḋḐᶊ ᵶᴲ
ᵴᵺᶅᵮᵿᵴᵣᴳ

(ᵩ ᵰ )

ḵḤḋḐᵫ ᶱ
ᶊᵩ ᵰ ᵶᶝᵸᴳ
ᵫ ᶱ ᵰ ᶩᶝᵶᵾ
ᶨ ᶗ ᵫ
ᶩᶝᵸᴳ

ḵḤḋḐᵫ ᶊ ᵶᶝ
ᵸᶍᶆᴲ ᶍ ᶩ ᶫ
ᶇ ᶍ ᶱᵩ ᵣ
ᵶᶝᵸG
ᴲḵḤḋḐᶎ

ᶊ ᵶᶝᵸᴳ

ḵḤḋḐᶎ ᶗ
ᴲ ᶍ ( )ᵫ ᶪ
ᶝᶆ ᵶᶝᵸᴳ

ᴴ ᴴ ꞌ

ḵḤḋḐ

YUNJI 
DELI

YUNJI 
GOGO
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þHPᶍURL
https://symphonict.nesic.co.jp/robot - platform/

þḩᴻḳᶷḑḴḁ
tssol@ml.nesic.com

þ
Ą108 - 8515

◑3 - 9 - 14 NECḕḋḌᶽḁᶷᶹ ḛḳ4F

þ
03 - 4212 - 1305
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NECネッツエスアイは、お客様の目線に立った

これからのコミュニケーションをデザインする会社

としてお客様の価値向上に取り組んでまいります。

検索nesic





1.1

エリアA

トリガーアンテナ
受信アンテナ

タグ１

①タグ１が
エリアA内に入る②タグ１が

「タグ１」が「エリアA」に
入った情報を発信

自動ドア

③受発信機が、
タグ１がエリアAを通行可
であることを認証

④一時開錠を要求

⑤一時開錠

床

受発信機

電源

他の
受発信機へ
（TCP/IP）

カードリーダ

既設
入退

管理盤



1.2 

システムは床下以外に天井や壁にも設置することが可能です。

１ 2 3



1.3 

Type  U
Ẍ

Ẍ
ṕ Ṗ

Ẍ PC
ṕ Ṗ

Ẍ ṕ Ṗ

Ẍ
ṕ Ṗ

Ẍ
ṕ Ṗ

Ẍ ṕ Ṗ
ṕ

Ṗ

Ẍ
ṕ Ṗ

Ẍ
ṕ Ṗ

Ẍ

Ẍ
ṕ Ṗ

ẌLAN

PC

ẌRFID

:1,000
:64

:64
:10



1.4 

RFID

( ) (*1)

(* 1)  1 10

( )
( )

ʥ ₑ ɵВ ȓ

ֿ

ׄ

ὕǱ

RFID

ɍɱȸɓɨɶ

RFID
֚֫ԌԂԝ

֪֚ԓ֩(CR2032)

ₑǞȋǠǋᾛḌȽȮ

ɎɶȿɡɩȰɶɆ



1.5 連絡先

■ハンズフリーシステムの紹介サイト
https://www.hitachi-power-solutions.com/service/digital/rfid/handsfree/index.html

■連絡先メールアドレス
kenichi.miyahara.gm@hitachi.com
株式会社日立製作所 ビルシステムビジネスユニット
スマートビルディング本部 エンジニアリング部
宮原 健一

■連絡先住所
東京都千代田区神田淡路町二丁目101番地
ワテラスタワー7階

https://www.hitachi-power-solutions.com/service/digital/rfid/handsfree/index.html
mailto:kenichi.miyahara.gm@hitachi.com
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ṕVille -feuille® Ṗ

サービス概要

システム構成

GW
Ville - feuille®

ṇ ṇ

LTE

ELV
פֿפּ

ELV

乗車

ポイント

ṕểṖELV
GW ELV

ṕỄṖ
ELV
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ṕểṖ

ṕVille - feuille® Ṗ

その他Ville-feuille機能

GW
Ville - feuille®

ṇ ṇ

LTE

ṇ

ṇ ṇ

通行

開放指示
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ṕỄṖ
ṕVille - feuille® Ṗ

その他Ville-feuille®機能

URL/ Ḳhttps://www.mitsubishielectric.co.jp/smartbuilding/services/robot -assistant/
ḲẒ100 -8335 2-7-3ṕ Ṗ

お問合せ先

https://www.mitsubishielectric.co.jp/smartbuilding/services/robot-assistant/
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